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部分分数分解 

有理関数
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（ ( )xQ は ( )xP より低次の多項式）を 
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の形の分数の和で表すことを， 
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の部分分数分解という。 

cbaCBA ,,,,, は定数， cbxx ++2 は実数の範囲で因数分解できない（ 042 <- cb ）とする。 

主な使用目的：有理関数の積分， 

色々な有理関数を部分分数分解した形を以下に示す。 

ただし， iA ， iB ， iC , ia で表された文字は数列ではなく，ただの定数です。 

1．分母が互いに異なる 1 次式の積形の場合 

( )
( )

( )
( )( ) ( )naxaxax

xQ
xP
xQ

---
=

21
を部分分数分解した形は， 

( )
( ) n

n

ax
A

ax
A

ax
A

xP
xQ

-
++

-
+

-
= 

2

2

1

1  

2．分母が ( ) ( )2³- nx na および互いに異なる 1 次式の積形の場合 
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3．分母が cbxx ++2 および互いに異なる 1 次式の積形の場合 
( )
( )

( )
( )( )( ) ( )naxaxaxcbxx

xQ
xP
xQ

---++
=

21
2

を部分分数分解した形は， 
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4．分母が ( ) ( )22 ³++ ncbxx
n

， ( ) ( )2³- mx ma および互いに異なる 1 次式の積形の場合 
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を部分分数分解した形は， 
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補足 

部分分数分解
( )( ) ( )22 22121
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の分母が 2 次式であるのに，分子が 1 次式ではなく，定数Cとなる理由 
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という風に処理したからである。 

おまけ 

分母が階乗の部分分数展開 
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